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熊石事業所アワビ種苗の出荷
当公社熊石事業所で5月28日からアワビ種苗の

出荷が始まりました。
写真は6月3日、上ノ国へ30㎜種苗7万個を出荷

した時の作業風景です。パートを含め9人の職員
で朝8時半から作業を開始し、1時間ほどでトラッ
クへの荷積みが完了しました。
現在出荷しているのは、昨年春生まれの種苗で、
7月末までに109万4,500個を供給する予定です。
また、秋には今春生まれの種苗37万8,000個の

出荷を予定しています。
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失敗を恐れず
自分の発想で試みる

AQUACULTURE ROAD漁業士発―――――アクアカルチャーロード�

長万部漁協指導漁業士の小形新一

さんは、ホタテ養殖と定置網漁業を

営んでいます。

「ホタテ養殖に携わって28年にな

りますが、単価がぐっと下がってし

まったので、昔は水揚げの5割あっ

た利益が、今では1～2割になってし

まいました。3年貝を主流にやって

きましたが、新貝と10円しか違わな

い年もあるなど割が合わず、リスク

が大きくなくなってきました。ずっ

と続けてきたので切るわけにもいか

ず、今が一番きついです」と小形さ

んは話します。

小形さんは、日本で初めて開発さ

れたホタテ自動耳吊り機第1号機の

最初の使用者です。

「当時、パートだけで20～25人

ほど雇っていたので、省力化したい

と機械導入を試みました。結構な投

資だったので軌道に乗せるまでかな

り苦労しました」

現在、その時の機械は倉庫に眠っ

ています。

「今でこそ性能も良く、一枚開け

の機械も開発されるようになりまし

たが、初期の機械は故障も多く、２

枚開けだったのでもう使っていませ

ん。今は穴開け機と春休み中の学生

アルバイトで賄っています」

小形さんは長万部漁協ホタテ研究

会の会長をしています。

「最近、春の段階での稚貝の斃死

が増えてきました。海の環境は確実

に変わっています。温暖化の影響も

出てきていると思います。前は大き

くするためにプランクトンの多い水

面の方に浮かせていましたが、今は

下に沈めたり、陸の浅い部分の桁は

使わずに沖に下げたりしています。

今後さらに影響が強まれば、それに

合わせた養殖のサイクルや技術を考

えていかなければなりません」

今できることは、常に注意深く海

の状況を見て、一年一年を判断でき

るような知恵を持つことだと小形さ

んは言います。

「定置網をやっていると、どうい

う水温帯でどういう魚が乗るのか、

経験で分かってくるので、魚の来遊

を見て海の環境を把握するのに役立

てています」

場になりました。緩くないときは自

分の給料を削ってでも払わなければ

ならないし、経営の厳しさや中身が

分かります。経営は若いうちからし

たほうがいい。30代までに自分の考

えと基盤を作ってしまわないと40代

でなりたちません。60代で退職金が

あるわけでもないし、老後を見据え

た経営を早くからするべきです」

若い人には、親から伝わってきた

ものを基礎にして、いろんな勉強を

してほしい。失敗を恐れず、間違っ

てもいいから自分の発想でいろいろ

試みて成長して、この浜を担ってい

ってほしいと小形さん。

小形さんは平成7年度に青年漁業

士の認定を受け、平成13年度に指導

漁業士となりました。

「前任の指導漁業士が今の組合長

なので、後任を引き継ぐには役不足

とも思ったのですが、ちょうど組合

の理事をやめた後だったので、自分

自身が成長するためにも自分に何か

責任を持たせたなくてはと引き受け

ることにしました。人の見本となる

ような漁業者になれるよう努力して

いるところです」

長万部漁協指導漁業士
小形　新一さん
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失敗を恐れず
自分の発想で試みる

初めての自動耳吊り機

人の見本となれるよう

小形さんにはサラリーマンの経験

があります。高校卒業後、札幌で就

職していましたが、ロサンゼルスに

転勤することになり、悩んだ末に会

社を辞めて実家に戻り、後継者にな

りました。

「22歳で親から経営を任せてもら

って、給料をもらう立場から払う立

若いうちから経営を
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当公社の平成16年度通常総会が6月18日、札幌の

第二水産ビルで開催されました。

今井 男ウトロ漁協組合長を議長に、10項目の提

出議案（1.平成15年度事業報告及び収支決算につい

て、2.平成16年度事業計画及び収支予算の設定につ

いて、3.放流効果実証事業業務実施計画について、

4.栽培漁業振興基金から栽培漁業推進基金に10億円

を移管することについて、5.平成16年度会費の賦課

について、6.役員の報酬について、7.借入金の最高

限度について、8.役員の退任慰労金について、9.役

員の選任に関する規程の改正について、10.役員の選

任について）が各々審議され、全議案とも満場一致で

原案通り承認、可決されました。

【役員改選結果】（敬称略）

u会長理事＝杉森隆（再）u副会長理事＝林和明、

安藤善則、佐々木隆人（以上再）u専務理事＝和泉

博邦（再）u常務理事＝村上一夫（新）u理事＝北

島哲夫、渡邊静次、濱隆司、市山亮悦、金澤利之、

坂下登、蝦名俊弘、長沼憲彦、小田桐四郎（以上再）、

桜庭武弘、滝本長次

郎、鎌田光夫、茅野

優、堀次郎（以上新）

u監事＝橋本勉、湊

美喜夫（以上再）

平 成 1 6 年 度 　 通 常 総 会 開 催

平成16年度通常総会の開催

にあたり、ひとこと、ご挨拶を

申し上げます。

皆様方には、昨日の全道漁協

組合長会議を初めとして、系統

及び関係団体の総会に引き続き

ご出席をいただき、誠にありが

とうございます。

本日、ご出席の皆様方には、常日頃から、当公社

の事業の推進にあたり、特段のご理解とご協力を頂

いておりますことに対して、この場をお借りして、

あらためて深く感謝申し上げる次第であります。

昨今の栽培漁業を取り巻く環境は極めて厳しいも

のがありますが、全道の漁協と沿海市町村を会員と

します公社の果たすべき役割とその責務をしっかり

と受けとめて、栽培漁業の推進に向けて、一層努力

していかなければならないと、役職員決意を新たに

しているところであります。

本日の総会でご審議いただきます内容について

は、後ほど説明をいたさせますが、私から、平成

15年度の結果と16年度の計画の概要について申し

上げます。

まず、平成15年度の結果でありますが、ヒラメ

などの種苗生産事業や指導事業等が概ね順調に終了

するとともに、調査設計事業の受注額が当初計画の

６億９千万円を大幅に上回る８億１千万円となった

ことなどから、当初予算の３千２百万円の赤字から

６百万円の黒字決算となりました。これも、浜の皆

さまのご支援の賜物と感謝しているところでありま

す。

次に、平成16年度の事業計画と収支予算であり

ますが、まず、現在までの事業の実施状況について

申し上げますと、ニシンの種苗生産事業については、

計画の160万尾を上回る210万尾を生産し、すでに、

各地において放流を終了しております。また、ヒラ

メについては、変態、着底した稚魚の飼育を行って

いる段階にあり、クロソイについては、各地に稚魚

の配付を開始しております。

ウニ、アワビについても、計画に沿って種苗の配

付を進めております。

次に、収支予算でありますが、一般会計のほか、

アワビ、ウニ会計も赤字経営となっており、この赤

字を調査設計事業会計でカバーしていく考えで進め

ておりますが、残念ながら公社全体で約１千６百万

円の赤字予算となっております。

今後、調査設計事業の受注の拡大に努めるととも

に、経費の節減を一層図っていく所存でありますの

で、会員皆様の一層のご理解とご協力を賜りたいと

考えております。

本日の議案は、「平成15年度事業報告及び収支決

算」など10件でありますが、十分なご審議を賜り

ますことをお願い申し上げますとともに、ご出席の

皆様方のご健勝と大漁を祈念いたしまして、平成

16年度の通常総会のご挨拶とさせて頂きます。

杉森隆会長あいさつ
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栽培漁業の推進を図るために、栽培漁業に係る知

識、技術の普及と指導を目的とした研修会を、水産

技術普及指導所の支援を得て、道内各地において開

催するとともに、会員等が行う研修事業の実施に協

力します。

また、本道における栽培漁業に関する今日的問題

について、全道の関係者を対象に「育てる漁業研究

会」を札幌市において開催します。

ア　機関紙「育てる漁業」の発行

栽培漁業に係る事業、試験研究、施設及び資料等

の紹介、解説等を掲載した機関紙「育てる漁業」を、

毎月発行、配布します。

イ　北海道沿岸漁場海況速報事業

栽培漁業推進上の基礎資料とするため、道内の沿岸漁

場50か所において毎日観測した水温を、旬ごとにまとめ

るとともに、過去10年の同旬平均水温を併記して速報す

るほか、年間の水温、気象をまとめて刊行、配布します。

この全道を網羅した日々の観測データは、道内唯

一のもので、広く有効に活用されているため、観測

従事者の協力を得て今後も継続します。

ウ　種苗生産事業報告書の発行

公社が行っているヒラメ、ニシン、クロソイ、ウ

ニ、アワビの種苗生産について、平成15年度事業の

経過及び実績をとりまとめて発行、情報交換文献と

して関係機関に配布します。

研修事業計画

研 修 課 題 �

「漁業生産技術研修会」�

磯焼けについて�

ナマコの生態と増殖�

「育てる漁業研究会」�

実施時期�

�

平成16年９月�

平成16年10月下旬�

平成17年１月21日�

開催地�

�

積丹町�

虻田町�

札幌市�

（１）研修指導事業

（２）広報普及事業

１　栽培漁業指導事業

（３）漁業技術研究支援事業

(社)北海道栽培漁業振興公社の平成16年度事業計画が通常

総会で承認されましたので、その内容を紙面上で紹介します。事 業�
実 施�
計 画�

漁村青年グループ等が行う、栽培漁業に関する研

究実践活動のうち、その実効が期待されるものに対

し、所要経費の一部（１件50万円以内、実施期間３

か年以内）を助成するとともに必要に応じ技術的な

協力も行います。

また、地域の漁業振興に係わる取り組みのより一
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餌料培養、採卵、ふ化仔魚飼育、分槽選別の過程

を経て、ヒラメ30㎜種苗296万尾を生産し、そのう

ち37万7千尾を３か所の民間中間育成施設へ配布し

ます。

残りの258万3千尾は羽幌、瀬棚両センターにおい

て放流サイズの80㎜まで中間育成し、３か所の民間

施設と合わせて220万尾を放流します。

層の活性化を図るため、栽培漁業の推進に関連する

新しい取り組みに対しても支援します。

漁業技術研究支援事業計画

研 究 課 題 �

ノリ養殖試験事業�

マツカワブランド化推進事業�

ハタハタ採卵・中間育成・放流試験事業�

カレイ種苗生産試験�

人工リーフを利用した�
　　ウニ人工種苗放流試験事業�

シラウオ漁獲調査�

資源管理型ナマコ潜水器�
　　漁業操業モデル構築試験�

合　計�

事 業 実 施 団 体 名 �

利尻富士町ノリ養殖部会�

えりも以西栽培漁業振興推進協議会�

留萌中部ハタハタ研究会�

紋別漁業協同組合青年部�

苫小牧漁業協同組合青年部�
�

大樹漁業協同組合青年部�

ひやま漁業協同組合江差潜水部会�
�

７団体�

道は、日本海地域の漁業振興対策の一環としてニ

シン資源増大に力を入れることとし、平成８年度か

ら13年度までの６か年を第一期、平成14年度から

19年度までの６か年を第二期として事業を推進して

きました。

本年度は、厚田村の沿岸で漁獲された親魚から採

卵し、45㎜種苗を160万尾生産し、後志、石狩、留

萌、宗谷管内等の各地先から放流する計画です。

公社は、道から委託を受け、羽幌センターで45㎜

種苗を160万尾生産し、うち150万尾を各地先に配

布し、残り10万尾を55㎜と70㎜までに中間育成し

ます。

２　日本海
ニシン種苗生産委託事業

３　栽培漁業推進事業
（ヒラメ種苗生産事業）

北 海 道 栽 培 漁 業 羽 幌 セ ン タ ー �

（110万尾放流体制）�

〔30mm種苗〕� 〔放流80mm〕�〔中間育成〕�

羽幌センター�
147万尾�

羽幌センター　�
�
民間施設�

　羽　幌�

133万尾�
�

14万尾�

14万尾�

100万尾�
�
10万尾�

10万尾�

北 海 道 栽 培 漁 業 瀬 棚 セ ン タ ー �

（110万尾放流体制）�

〔30mm種苗〕� 〔放流80mm〕�〔中間育成〕�

瀬棚センター�
149万尾�

瀬棚センター�
�
民間施設�
　寿　都�
　知　内�

125.3万尾�
�

23.7万尾�
16 万尾�
7.7万尾�

93万尾�
�

17万尾�
12万尾�
5万尾�

ヒラメ種苗生産計画
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地域の協議会等が実施する種苗

生産、中間育成、放流等の事業に

対して、振興基金運用益から助成

を行います。

本年度は、現在育成中の15年

産種苗と16年に採苗する種苗の

育成管理に当たり、15年産25㎜

種苗12万個と30㎜種苗96万

4,500個の合計108万4,500個

及び16年産20㎜種苗37万8千個

の総計146万2,500個を供給し

ます。

道がすすめるアワビ栽培漁業構

造改革推進事業の一環として、ア

ワビ種苗生産事業を効率化してコ

ストダウンを図るため、深層水を

使って培養した珪藻を用いた飼育

を試験事業として実施します。

４　栽培漁業振興事業
（種苗生産等支援助成事業）

（単位：千円）�

事 業 主 体 � 対象魚 助成対 助成内

寿 都 町 漁 業 協 同 組 合 �

島 牧 漁 業 協 同 組 合 �

�

ひ や ま 漁 業 協 同 組 合 �

津軽海峡地域水産人工種苗育成供給連絡協議会�

渡 島 東 部 海 域 栽 培 漁 業 協 議 会 �

噴火湾渡島海域漁業振興対策協議会�

噴火湾胆振海区漁業振興推進協議会�

静 内 漁 業 協 同 組 合 �

�

�

三 石 町 栽 培 漁 業 推 進 協 議 会 �

�

�

�

�

浦 河 漁 業 協 同 組 合 �

様 似 町 水 産 振 興 協 議 会 �

�

�

え り も 町 栽 培 漁 業 振 興 協 議 会 �

�

�

�

�

十 勝 管 内 栽 培 漁 業 推 進 協 議 会 �

大 津 漁 業 協 同 組 合 �

釧 路 市 漁 業 協 同 組 合 �

�

昆 布 森 漁 業 協 同 組 合 �

厚 岸 漁 業 協 同 組 合 �

浜 中 漁 業 協 同 組 合 �

根 室 市 �

根室海域ハナサキガニ資源維持増大対策連絡協議会�

根室管内ニシン種苗生産運営委員会�

根 室 管 内 栽 培 漁 業 推 進 協 議 会 �

羅 臼 漁 業 協 同 組 合 �

斜里・網走・常呂海域マツカワ栽培漁業推進協議会�

宗 谷 漁 業 協 同 組 合 �

�

増 毛 町 �

�

ク ロ ソ イ �

マ ゾ イ �

ク ロ ソ イ �

ク ロ ソ イ �

ク ロ ソ イ �

ク ロ ソ イ �

ク ロ ソ イ �

マ ツ カ ワ �

マ ツ カ ワ �

ハ タ ハ タ �

ク ロ ソ イ �

ハ タ ハ タ �

ク ロ ソ イ �

マ ガ レ イ �

マ ツ カ ワ �

エ ゾ ボ ラ �

マ ツ カ ワ �

マ ツ カ ワ �

ハ タ ハ タ �

エ ゾ ボ ラ �

マ ツ カ ワ �

ハ タ ハ タ �

ク ロ ソ イ �

マ ガ レ イ �

エ ゾ ボ ラ �

マ ツ カ ワ �

ク ロ ソ イ �

マ ツ カ ワ �

ク ロ ソ イ �

ニ シ ン �

ニ シ ン �

ニ シ ン �

ハナサキガニ�

ハナサキガニ�

ニ シ ン �

マ ツ カ ワ �

マ ガ レ イ �

マ ツ カ ワ �

マ ナ マ コ �

ホッカイエビ�

ニ シ ン �

ク ロ ソ イ �

マ ナ マ コ �

2,936�

4,106�
�

4,915�

5,021�

1,540�

7,380�

4,400�

�

6,356�

�

�

�

1,486�

�

�

600�

�

2,050�

�

�

�

5,976�

�

�

1,530�

1,647�

3,386�
�

778�

1,000�

422�

3,854�

487�

33,461�

4,222�

1,331�

450�

2,258�
�

�

1,495�

�

1,463�

2,053
�

�

2,457�

2,510�

770�

3,690�

2,933�

�

3,541�

�

�

�

740�

�

�

400�

�

1,095�

�

�

�

3,207�

�

�

1,000�

823�

1,965
�

�

389�

500�

211�

1,927�

222�

8,000�

2,814�

665�

300�

1,129�
�

�

747�

�

合　　　　計　　　　26団体� 10種� 103,087 45,551

�

栽培漁業振興事業実施計画

５　アワビ種苗生産事業

（1）種苗の育成管理と供給

（2）アワビ種苗供給体制
効率化事業

15年産�

16年産�

計�

�

378,000�

378,000

120,000�

�

120,000

964,500�

�

964,500

1,084,500�

378,000�

1,462,500

殻長区分� 20mm 25mm 30mm 計�

（単位：個）�
アワビ種苗本年度供給計画
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要 望 先 �

増 毛 町 �

寿 都 町 漁 業 協 同 組 合 �

島 牧 漁 業 協 同 組 合 �

ひやま漁業協同組合瀬棚支所�

津軽海峡地域水産人工種苗育成供給連絡協議会�

噴火湾渡島海域漁業振興連絡協議会�

三 石 町 栽 培 漁 業 推 進 協 議 会 �

大 津 漁 業 協 同 組 合 �

釧 路 市 漁 業 協 同 組 合 �

北 海 道 立 函 館 水 産 試 験 場 �

北海道立栽培漁業総合センター�

北 海 道 立 漁 業 研 修 所 �

室 蘭 漁 業 協 同 組 合 �

尾数�

10,000�

92,000�

20,000�

100,000�

70,000�

150,000�

5,000�

20,000�

15,000�

8,000�

5,000�

1,000�

70,000

合　　　　　計� 566,000

クロソイ種苗の要望先一覧表

15年産�

16年産�

計�

殻径区分�

3,400�

1,700�

5,100

５mm

300�

0�

300

10mm

3,700�

1,700�

5,400

計�

（単位：千個）�
エゾバフンウニ種苗本年度供給計画

エゾバフンウニは、現在育成中の平成15年産種苗

及び平成16年に採苗する種苗の育成管理に当たり、

15年産5㎜種苗340万個と10㎜種苗30万個の合計

370万個、及び16年産5㎜種苗170万個の総計540

万個を供給します。

また、キタムラサキウニ種苗については15年産5㎜

種苗106万4千個を供給するとともに、平成17年に供

給する106万4千個の採苗を行い育成管理します。

エゾバフンウニ付着期の幼生は300万個を供給し

ます。

またアワビモ5,200枚を供給します。

調査設計事業の実施方針

次の基本的な考え方を、公社の調査設計事業の実

施方針とします。

１ 公社は、全道の漁業協同組合と沿海市町村を会

員としている公益法人団体であることから、その

基本的なスタンスは、漁業者の視点に立って考え

ます。

２ 受託事業については、精度の高い調査と公正な

判断による高品質な報告書を作成するとともに、

漁業環境の保全と漁業影響を防止するための考え

方を提言します。

３ 公社は、事業実施者と漁業者との間にあって、

問題の解決に向けての調整と提言を行います。

平成９年度から11年度までの３か年計画で行われ

た道の「クロソイ種苗生産委託事業」が終了しまし

たので、平成12年度から会員の要望により30㎜種苗

を生産し、要望先へ配布しています。本年度は、30

㎜種苗56万６千尾を生産し、要望先へ配布します。

８　クロソイ種苗生産事業

６　ウニ種苗生産事業

７　調査設計事業

平成16年度調査設計事業受託見込み

平成16年度の調査設計事業は、事業規模見込みを

受託件数65件、受託金額690,000千円とする。

調査設計の主要事業について

調査設計部においては、調査設計事業を担当する

職員の資質と技術の向上を図るとともに調査設計事

業量の確保と拡大に向けて、次の事業を実施する。

１　職員の資格取得と研修制度の推進

２　調査設計事業の確保と拡大を図るための事業活動
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母�母�母� 寿都町漁協歌棄女性部長

佐藤　和子さ
ん

歌棄支所の女性部員はもう20人

を切ってしまいました。高齢化も進

み、一番若い人でも50代です。正

直、皆さまに紹介できるような活動

は何もしてないのが現状です。

数年前から美谷漁港で行われて

いるかき祭りに女性部で出店し、

その売り上げや、春と秋の味噌･

醤油の購入取りまとめ、カタログ

販売の手数料などを活動資金に充

てています。

年に１回1泊で研修旅行を行っ

ていますが、最近は総会も一緒に

兼ねるようにしました。総会の後、

ゲームをしたりカラオケをしたり、

年に１度の仕事を休んで皆が顔を

合わせる機会を楽しんでいます。

組合への協力活動としては、月

掛け貯金を行っています。班長さ

んが取りまとめをして、月に１度

組合に持って行っています。

うちは、ホタテとカキの養殖の

ほか、ウニ獲り、底建、小定置な

どいろいろやっているので1年中

浜の仕事に追われ、また、町営温

泉の隣で毎週日曜日のみ営業の漁

業者の直売店にも参画しているの

で、私自身は年中無休状態です。

でも、消費者の方と直接話せる機

会ですし、他地区の漁家の人と毎

週会って情報交換もでき、私にと

ってはストレス解消の場になって

います。同じ町内でも、忙しくて

普段はほとんど話せません。

カキを始めたことによって、忙

しさは倍になりましたが、「寿が

き」の名も徐々に知られるように

なり、本所に組合直売店もでき、

カキの売れ行きは順調で、始めて

良かったと思っています。

息子が後継者で残ってくれてい

るので、あとは、お嫁さんが来て

くれると私も肩の荷を一つ下ろす

ことができるのですが。

年に１度の交流を楽しむ


